第2回多文化間こころの支援協議会　議事録案

2008.2.25　18:30-20:30　明治学院大学記念館
出席者　　
田中ネリ(四谷ゆいクリニック)、大原(難民事業本部)、シェイン(CLAIR)、ヤマノ・マリサ(TELL)
野田、阿部、秋山、吉田、倉林(多文化間精神医学会及び同外国人支援委員会から)
欠席者　矢永

Ⅰ．開会の辞　会の趣旨説明　　(阿部)　

　　各団体の横のつながりを強め、情報交換したい

Ⅱ．参加者の自己紹介
Ⅲ．多文化間精神医学会　3月22日一般公開講座　「共に生きる」について
· 他の団体の活動を知り、協力の方向をさぐる。

· 団体ごとに対象とする群が違う。協力できる部分をさぐる。

· 多文化間精神医学会への期待をきく。

· 関係諸団体に公開講座の広報を行う。

· 関係諸団体の情報一覧表をつくることも意義あり。

· 成人だけでなく、子どもを対象とすることも必要ではないか

· 言語は日本語だけか←日英2カ国語表記はかえって不平等の声も(MIA等)

· 難民事業本部では、一般公開講座に全員参加を促す予定である。
Ⅳ.　メンバー団体間の協働可能性

各団体の連絡先・担当者名のリストがあるとよい。
· 担当者は異動するので人名よりはセクション名がよい。ｌ

· リストは定期的なリニューアルが必要

利用可能な医療機関リストも必要

· 医療機関名よりむしろ、対応可能なDr.名のリストが有効。
· 実際に活用できるリストを。　実働できるDr.名が必要
· どの言語が対応可能か。

· 治療法も明記されているとわかりやすい。

· コストも重要

· 独自の保険システムの運用(例　難民申請者向けサービス)は可能か。

Ⅴ　多文化間精神医学会への期待

· リファー可能なDr.のリストを期待したい。

· 紹介先の評価もあればよい。どのDr.がよいのかわからない。
Ⅵ　各団体の活動と、メンタルヘルス不調者がでた場合の対応方法の紹介
· CLAIRとJETプログラム

· 難民事業本部
Ⅷ　まとめ

各団体相互の連絡のためのメーリングリストを作る。

· 言語をどうするか

· 不穏当なメール除外も必要→リスト加入に推薦を必要とすればよいのでは

· 管理者をどうするか
· ファーストコンタクトの窓口はどうするか

課題はまだあるものの、遠隔地からでも情報を交換したり集積したりできるシステムが必要

Ⅸ　次回会議の予定

　2008年9月8日(月)　18:30-20:30　明治学院大学
　
